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社交ダンス実施者の意識に関する研究

竹内正雄(星薬科大学}

社交ダンス、中高年者、健康

はじめに

近年.科学文明の発達により、社会全体が日

常生活においても、仕事の上においても、身体

を勤かさずに生活ができるような便利な社会に

なっている。一方では‘ I運動と健康jについ

て多くの研究が進められて来ており、成果は多

くの論文と成って報告されている。 1~5) その
ことから今日では、健康・体力づくりを目的と

して中高年者の間でウ章一キングやジョギング

などスポーツが盛んに行なわれるようになって

きた。

こうした祉会扶混を詰まえても本研究では‘

ここ数年の聞に多くの中高年者に人気を得てい

る社交ダンスがどのような意識で行なわれてい

るかを質問紙法を用いて検討した。

調査方法

1)調査対象:対象者は、鎌倉市社交ダンス

協会に加盟しているダンスサークルの会員

努子97名、女子160名の合計257名である。

2 )調査期間 1996年2月であるむ

3 )調査方法:質問紙を本人に直接配布L‘ 

後日回取した。(回収率87.9%)

分析の手法は単純集計、クロス集計による

ものである。

結果と考察

一環としてダンスの練習などで家をあけられる

余裕ができる年代と思われる。 30.40歳代は男

女とも 10%以下と非常に少なかった@平均寿命

の延びとともに、高齢化社会が進み、高齢者の

健康・体力やスポーツ、レクリエーションの問

題も重大な社会的関心事となってきている6)

ことから、ゲートボールの普及と同様、高齢者

の社交ダンス実施者も今後ますます多くなって

くるのではないかと思われる e
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ダンス輔習にはダンス教室での個人糠習方式

とサークルでの団体練習方式の二方式がほとん

どである。男子の約半数の者は個人と団体の両

方で練習をしている。一方、女子は傭人練習は

160名中29名であり、他は全て団体練習であっ

た。

ダンス経験年数(図2) についてみると、団

体練習は男子4~6年が最も多かった。女子は 1

ダンス実施者の年齢構成(図1)は、男女と -3年の者が38.8% 、 4~6年が32.7% であった。

も50.60歳代が最も多く、男子60歳代は40.2%、 10年以上続けている者は男子22.2%、女子

50、70議代は 22.7、23.7%であった。女子は 12.9%であった。個人練習は男子10年以上が

60藤代41.9%が最も多く、次に50歳代の34.4

%であった。 50.60議代になると子候たちも手

がかからなくなり、自分の趣味や健康づくりの

多く、女子は1-3年が多かった。

ダンスを始めた動機{図3) は、男女とも I健

康のためjが最も多く、男子36.0%、女子
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康のためにと頑張るというところもみうけられ

る針。その点、社交ダンスは池間9.10)が述

べるように I踊る喜び、楽しみに満ち、憶える

心を身体で表現する.Jなどからも分かるよう

に楽しみながら身体を動かすことができ、相手

とコンタクトして踊るものであるから、相手の

体力に合わせて無理をしないことから危険が少

ダンスを始めて精神的に良かった事は伺か

(図的についてみると、男女とも20.1-22.6

%が I友達が場えたj と答えた. 10年前も同様、

I友達の輸がひろがったj が男女とも第一位で

あった.ダンスを始めた勤槙の f友達との交誌

のためIは男女とも11.6-12.3%であったが、

ここでは男女とも2倍に増えていた。次に多か

ったのは男子の『社交的になったj、 I日常生

揺が楽LくなったJ. rダンスfJt.生き甲斐にな
った1が10%であった.女子色男子同様、

常生活が楽しく j 、そして『ダンスが生き甲斐

ない.

31.7%で全体のほほ1/3を占めていた.次に多

かったのは f運動不足解消のためj が男子18.5

%、女子18.2%であった.著者"の調べた10年

前の結果は、男子の第1位 f友達との交濯のた

f踊れなくて不便を感じたIがいずれも

35.7%であった.今回のこの二つの設聞の回答

は11.6%と1.1%で前回より非常に少なかった.

女子は今回も10年前の結果と同様、 I健康づく

りjが最も多かった.しかし、 10年前は60%

であったのが、今回は31.7%と数字は半減して

め1、
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と答えている.長い人生を楽しく、

また生き甲斐となるダンスは今後益々中高年者

に裂しまれるスポーツになると恩われる.
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ダンスを始めて身体的に良かった事は何です
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罰4 ダンスを鎗めて篇律的に良i1>フたこと{績数回答}
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。国3 ダンスを始めた自陣織{複敏回答】

近年、健康づくりのために、いろいろなスポ

ーツが行なわれているが、ランニングやジョギ

ングが手軽に沢由の人によって行なわれている.

しかし、時には新聞紙上にみられるように.ラ

ンニング中の事故も散見される.例えランニン

グが苦しかったり、楽しいものでなくても、健
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60~70% であり、日常生活の中での運動は唯

一ダンスだけの者が多かった.
11) 

煙車の審については平山 によって喫煙と

癌との関係が報告されている。健康のためにダ

ンスを踊る者の喫煙やアルコールについて見た。

煙草(国7) についてダンス実施者と全国平

均と比較すると女子のダンス実施者は5.6%、

金属平均19.7%よりも吸う者が少なかった.男

子は全国平均と比べるとダンス実施者24.7%で

あり、全国平均の約1/3の喫煙であった.

ように喫煙者が少ないのは健康のためばかりで

はなく、口実などタンスのときの相手に対する

飲酒(図的について見ると、女子は全国平

均と比べるとダンス実施者は20%ほど飲酒者が

この
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1117.ダンス実箆者と金歯平均値の喫煙の割合
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麗6 ダンス以外の運動頻度

気遣なども考えられる.
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なく‘相手のバランスを崩すことにことになる

ので姿勢は最も正しいバランスで踊らなけれほ

ならないことから、姿勢が良くなったと感じら

れるのは当然のことと思われる.

スは他のスポーツと違い、男女がお互いに組ん

で踊るので姿勢が悪いことは相手の領分を侵す

ことになり.自分のバランスを崩すばかりでは

次に多いのは男女とも I足が丈夫になったj

22.7.27.0%、 I健康になったI男子21.5%、

女子23.7%の顕であった o 10年前の結果は『健

康になった1は男子21.4%で今回とまったく同

じであった.女子は13.3%で今回の方が約10

%高い値を示した.ダンスを始めた動機は f健

康のため1が男子36.0%、女子31.7%である

ので鍵康を目的としてダンスを始めた動機の者

が多いが数年後の結果、 f健康になったj と答

えた者は減少しており、動機と結果の教は一致

か{図引についてみると、 f姿勢が良くなっ

た1が最も多く、男子は45.1%、女子は41.9

%でほぼ半数近くの者が翠めている.社交ダン

していなかった.

ダンス以外に規則的に運動を行なっているか

どうかについて見ると(図的週に1.2回行なう

者は男子19.8%、女子28.8%である。

以外に運動は特に行なっていない者は男女とも

ダンス
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回5 ダンスを鎗めて身体的1こ良かったこと{複数回答}

そ

町

姐
，."が治
9

・た

鍵
宣
車
「
』
な
う
是

穫

量

曹

が

且

〈

傘

ヲ

た

(，，) 



康のためjが第一位であった。

2) 社交ダンスを始めて良かったことについて

は、精神的には男女とも f友達が増えたj が

第一位であり、第二位は男子 I社交的になっ

た1、女子 I日常生活が楽しくなったj であ

った。

身体的な効用については、男女とも『姿勢が

よくなったjが第一位であった。

多かった。男子は逆にダンス実施者の方が全国

平均よりも飲酒者が少なかった。

ダンス実施者の健康状態{図的について見

ると男子は f非常に健康j 、 fまあ健康j と答

えた者が70.1%、 I普通jが22.7%ャ両方を

合わせると92.8%が普通以上であった。女子も

男子と同様に普通以上の健康状態の者は95.1% 
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社交ダンス実施者を対象とした質問紙法調査

によって、ダンスを始めた動機、ダンスの効用、

健康状態等について回答を求めた。
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その結果は次の通りであった。

1)社交ダンス金始めた動機は、男女とも I健




